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ニュースレター選集について 

 「SS研ニュースレター選集」は、サイエンティフィック・システム研究会
（SS研）の分科会活動の活動報告として、1年間の講演資料から代表的な
ものを選出して冊子としたものです。                
毎年5月のSS研通常総会に合わせて発行しています。         
下記よりダウンロードできます。 

http://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/ →資料ダウンロード → ニュースレター選集 

 

 分科会活動の講演資料はSS研Webサイトに掲載しています。 
（一部SS研会員限定） 

http://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/ →資料ダウンロード → ニュースレター 

 
 

表紙画像 
 

 

 

 

右上 

右下 

提供：広尾学園 中学校・高等学校 木村様 

ＩＣＴがつなぐ中等教育と学術研究との連続性 より 

左 提供：理化学研究所 似鳥様 

SuirenでのHPL及びアプリ性能について 

（＋Shoubu の話） より 

http://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/
http://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/
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巻頭言 

 

サイエンティフィック・システム研究会 
会長     村上 和彰 

（公益財団法人九州先端科学技術研究所） 

 
サイエンティフィック・システム研究会（SS研）は、大学や研究所などの科学技術分野

におけるコンピュータ利用機関を主体とした研究会として1978年に設立されました。以来
37年間、会員の相互利益を図ることを目的に、各種の分科会やWGなどの活動を通じて、
コンピュータのシステム技術、応用技術、利用技術に関する質の高い情報共有・情報交換、
そしてユーザとベンダーとの間での高度な議論の場として機能しています。これらのうち
分科会活動の内容は『ニュースレター』で随時ご紹介しているところです。 
 
この1年間のSS研の活動を振り返ってみますと、本冊子の巻末の活動一覧にあります通

り、分科会、WG、タスクフォースともいずれも時宜を得た企画であり、有益な講演やディ
スカッションを行うことが出来たと思います。その中でも特に会員の皆様のご参考となる
と思われる講演資料を、皆様からのアンケート結果を参考にしながら選び出したのが、こ
の『ニュースレター選集』です。現在開発中の「ポスト京」活用に向けた科学技術最先端
のテーマはもちろんのこと、科学技術計算と人工知能との連携、教育研究現場におけるク
ラウド活用や情報セキュリティインシデント対策、またオープンエデュケーション、オー
プンデータ、オープンサイエンスへの取り組み、等々、正に旬なテーマを反映した選集に
なっているかと存じます。 
 
16年にもわたって『ニュースレター選集』を発刊でき、今号第16 巻を、会員の皆様に

通常総会でお渡しできることは大きな慶びでございます。2009 年発刊の第 9巻からは、
会員以外の方にも広くご覧頂けるようになりました。SS 研の活動成果を会員が活用される
のと同様に、会員外へも積極的に情報発信することによって広く社会に役立てる方針の一
環です。これもひとえに、活動に熱心にご参加頂いている会員の皆様、広報委員および関
係者の方々のご理解・ご協力によるものであります。ここに厚く感謝するとともに、この
選集が広く活用されることを願って止みません。 
 

2016年5月  


